
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動紹介 青少年演劇集団「スタートライン」 

「城北中学校区子どもを育てる会」 

この表彰は、地域住民等の参画により地域全体で子どもたちの成長を支え、地域を創

生する活動のうち、その内容が他の模範と認められるものに対して行われるものです。 

この「スタートライン」の活動を通して、中

学生をはじめ、運営に携わる卒業生や保護者、

教職員など、城北中学校を舞台に地域と学校が

一体になっています。この積み重ねにより、城

北中学校の文化・伝統として地域と学校の中に

活動が根付いており、それが起点となって、そ

の他の取組（「あいさつ運動」や「大人のため

の学習会」等）への地域住民や教職員の参加が

広がっています。 

令和２年度「地域学校協働活動」の推進に係る 

文部科学大臣表彰 受賞 

「スタートライン 25th」公演 

あいさつ運動 大人のための学習会 

「城北中学校区子どもを育てる会」が主催となり「演劇」を公演しています。演者は

城北中学校の生徒希望者が行い、演劇指導は城北中学校の卒業生である地域の方が行い

ます。また、保護者や卒業生が公演当日の受付や駐車場整理に当たります。公演には、

学区内の小学校 6 年生も訪れ、先輩の演劇を観覧することで、「中一ギャップ」解消の

一助になっています。 

市内 22 の中学校区ごとに「地域青少年育成会議」があり、「地域の子どもは地域で育てる」を合言

葉に学校や地域の団体等と連携しながら、子どもたちの健全育成や地域コミュニティの活性化のため、

様々な活動を行っています。 
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令和 2 年度は新型コロナウイルスの影響もあり、例年行っている事業やイベントなどの開催が

困難でしたが、コロナ対策を行いながら、「できること」を「できる範囲」で実施してきました。

その一部をご紹介します。 

浦川原中学校での「あいさつ運動」 小学生作成の「あいさつ運動のぼり旗」 

中郷の子どもを育てる会では、「夏休みワクワク体験教室」を行いました。 

工作コーナーでは、T シャツアートや竹でっぽう、ミニほうき作り、除菌スプレー作り等、

多くのコーナーで、子どもたちが思い思いの作品を作っていました。 

浦川原青少年育成会議では登校時間に合わせ「あいさ

つ運動」を行いました。中学生が街頭に立ち、登校する

児童・生徒に元気よくあいさつをしました。小学生はあ

いさつ運動に使う、オリジナル「のぼり旗」を作成し、

あいさつ運動の際に掲げています。 

上越市教育委員会社会教育課 

TEL：025-545-9245  

Ｅ-mail：keniku@city.joetsu.lg.jp 

市ホームページで育成会議の

活動を紹介しています。⇒ 

地域青少年育成会議の活動に興味がある方はこちらまで！ 

T シャツアート体験 屋外での「竹でっぽう」、「ミニほうき」作り 
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